「地域でのボランティア」①
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氏名

●同年代の高校生は，ボランティア活動を通してどんなことを考えたのだろう

「あなたと生きる」　　岩手県立高等学校３年 吉田 亜耶香

私の母は，看護師の職に就いている。そのため，母の勤める病院で患者さんに会う機会が多い。患者さんと会話している母を見ると人との関わりは素晴らしいことだなと改めて感じさせられる。人は，一人では生きていけない，誰かの助けがあって生きていけるのだ。
・・・（略）・・・
中学生になり私は，老人ホームへ行き，ボランティアと職員の仕事の内容を学ぶ体験をした。高齢者の方と歌を一緒に歌うという企画で，歌を歌っていると，目に涙を浮かべて笑顔で歌っているお婆さんが見えた。私は，お婆さんの笑顔を見て，今日この場所に来れてよかったと思った。笑顔は人との繋がりの一部なのだと学んだ。私は，以前，母に「看護師のやりがいは何か」と聞いた際，母は「患者さんの笑顔を見る度に，やりがいを感じる」と答えていた。私は，母が常日頃感じている思いを感じることが出来て，とても嬉しかった。
高校生になった私は，ボランティア活動に参加した。そのボランティアは，障害者の方との関係を深めるという内容だった。私は，障害者の方との関係を深めることは出来るのかと思い不安と緊張感を抱いていた。交流場所に到着し，実際に会ってみたが，やはり私は，「怖い」という感情を抱いてしまった。このボランティア活動には，私の部活の先輩も参加しており，先輩は笑顔で「大丈夫」と言って私をリードしてくれた。私は，本当に駄目な人間だと思い，自分を責めていた。すると，一人の障害者の方が私の腕をしっかりつかみ，正常に歩けない体を，一歩一歩踏ん張り，歩こうとする姿を見て，私は感銘を受けた。私は，頼りにされていると分かったときに嬉しさと「怖い」と思った感情に対し，申し訳ない気持ちでいっぱいで，涙が出そうになった。しかし，障害者の方の笑顔で私も自然と笑顔になっていった。笑顔は，人を助けるための一番の治療法ではないのだろうかと思った。・・・（略）
私は，将来，人の役に立てる職業に就きたいと考えている。医療福祉の現場で学んだことは，人と人
とが支え合い，共に助け合っていくことが重要だということだ。共に生きていくためには，相手を信じ
ることも大事な要素である。母から学んだことを活かして，次は私が，医療福祉の現場を担う一員にな
れるよう，これからに繋げていきたい。そして，尊敬している母のような立派な人を目指すために，人
の役に立ち，誰からも好かれ，笑顔を絶やさないような人でありたいと思う。

（出所）共に生きる社会を目指して　高校生作文コンテスト（主催　国際医療福祉大学　毎日新聞社，後援　文部科学省）2010年度優秀賞作文（一部改変）。
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